2024.07.06出前トーク
	1.テーマ
	市政に関すること、市政に関する疑問

	2.日時
	令和6年7月6日（土）18時00分～

	3.場所
	すみれそうのおがた

	4.出席者
	（直方市）直方市長、総合政策部長
概要記録：秘書広報係長
（主催者側）福地校区に住む市民（ 45名 ）

	5.内容
	テーマに基づき福地校区の皆様と直方市長が意見交換を行いました。意見交換の主な内容は以下のとおりです。

≪市長挨拶≫
　本年5月に市職員が逮捕された件について、お詫び申し上げる。職員の服務規律を徹底し、市政への信頼回復に努める。
市では、令和7年度の完成にむけて、植木地区において県営産業団地の造成事業が開始される。服部知事はその中にデータセンターを誘致したいと発言されており、県もその実現に向けて動いているようだが、有識者によると電力供給が課題であり、条件整備の要となる。植木は福岡市と北九州市の中間点であり非常にポテンシャルが高く、有馬市長時代から新幹線新駅設置が議論されてきた。これについては、県や近隣自治体、経済界も巻き込んで動きを加速化させたいと考えている。高速道路と鉄道の結節点でもあり、新駅ができ新幹線が繋がれば利便性が上がり、人口増の期待もできる。そのためには、データセンター以外にも企業誘致に力を入れ、稼ぐ力をつけることが重要。
人口予測において、2050年に市の人口は2割減（45,000人）の予想が出ており、様々な課題に向けて近隣自治体と広域連携を視野に入れる必要がある。消防力の強化もその一つであり、直鞍消防とも協議中である。また、少子高齢化は進行しており地域住民が安心して住み続けられる地域づくりのため、認知症を含めた医療・介護・看護、そして学校規模の適正化や交通対策に取り組んでいきたい。
保健福祉センターについては、令和7年度完成に向けて計画が進んでおり、ソフト事業を充実させ市民活動の拠点にしたい。
教育の面では、今年、中学生を対象とした海外（フィンランド）派遣事業を実施。今後の世の中を生き抜くためのアントレプレナーシップ教育の一環としており、今後はふるさと納税も活用し、未来を担う子供たちへ投資していきたい。

≪意見交換≫
1 子育て政策が充実した自治体に若い世代が流れている印象を受けるが、本市の方針は？
（市長）市民のニーズに応えていくため、若い世代に選んでもらうためには、稼ぐ力をつけ、企業と市民の所得を向上させることが重要。税収を高め、市民に還元できる仕組み作りをしていかないといけない。子育て対策に限らず、市民ニーズに応えることができない。

2 市内の空き家対策について、どのように考えているか？
（市長）空き家をストックと考え、必要な方とのマッチングができれば良いがなかなか難しい。中古住宅取得、危険家屋解体の支援の仕組みはあるので、活用して欲しい。

3 空方地区での森林伐採について、6月27日に避難指示が出た。当該地について、市農業振興課は伐採届出があった際に、砂防指定地域であることを認識し、県に確認するよう指導しておけば今回のような心配はなかったのではないか。
（市長）空方川周辺の皆様にはご心配おかけして申し訳なく思っている。また、避難指示を出したにも関わらず、避難者が居なかったことについても、市側の不手際だったと反省している。農業振興課での届出を受けてからのプロセスをしっかり検証し、再度同じことが起こらないよう対応したい。

参加人数
[bookmark: _GoBack]男性33人、女性12人、計45人



